
【調査の概要】

調査期間　　　　2015年11月21日（土）～23日（月）

調査対象　　　　全国の20歳以上の男女

調査相手　　　　2,376人

調査方法　　　　電話法（RDD）

回答数（率）　　 1,380人（58.1％）

1． 夫婦は同じ名字を名乗るべきだ ･････････ 49.7 ％
2． 同じ名字か別の名字か選べるようにするべきだ ･････････ 45.9 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 4.4 ％

1． 家族の絆や一体感が弱まるから ･････････ 26.1 ％
2． 子どもに好ましくない影響を与えるから ･････････ 22.2 ％
3． 夫婦は同じ名字を使うことが当然だから ･････････ 28.3 ％
4． 周囲の人が混乱するから ･････････ 14.3 ％
5． 離婚が増えるから ･････････ 3.1 ％
6． その他 ･････････ 1.0 ％
7． わからない、無回答 ･････････ 5.1 ％

1． 個人の意志を尊重すべきだから ･････････ 59.1 ％
2． 名字が変わると、結婚や離婚したことがわかってしまうから ･････････ 5.8 ％
3． どちらかの名字が途絶えることがあるから ･････････ 13.4 ％
4． 女性が名字を変えるケースが多く、不平等だから ･････････ 17.2 ％
5． その他 ･････････ 1.6 ％
6． わからない、無回答 ･････････ 2.8 ％

1． 夫婦で同じ名字にしたい ･････････ 73.3 ％
2． それぞれ別の名字のままにしたい ･････････ 18.0 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 8.6 ％

夫婦別姓に関する世論調査　（ＲＤＤ追跡法）　 単純集計結果

問１
今の法律では、結婚した夫婦は同じ名字を名乗らなければなりません。
これに対し、同じ名字にするか、別々の名字にするか選べるようにするべきだという意見もあります。
次の２つの意見のうち、あなたのお考えはどちらに近いでしょうか。

問２　（問１＝1の人に）
夫婦が別の名字にしないほうがよいと思う理由はなんですか。
次の５つの中から１つ選んでお答えください。
（分母=686人）

問３　（問１＝2の人に）
別の名字を選べるようにするべきだと思う理由はなんですか。
次の４つの中から１つ選んでお答えください。
（分母=633人）

問４
もし仮に、あなたが、これから結婚するとしたら、夫婦で同じ名字にしたいですか。
それとも結婚前の別の名字のままにしたいですか。次の２つの中からお答えください。
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1． 子どもの頃からの名字 ･････････ 48.0 ％
2． 結婚相手の名字 ･････････ 47.2 ％
3． 結婚相手の名字だが、仕事では旧姓を使っている ･････････ 1.4 ％
4． それ以外の名字 ･････････ 0.4 ％
5． 無回答 ･････････ 3.0 ％

1． 旧姓に戻したい ･････････ 8.6 ％
2． 今のままでよい ･････････ 89.3 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 2.1 ％

1． 賛成 ･････････ 55.5 ％
2． 反対 ･････････ 24.6 ％
3． わからない、無回答 ･････････ 19.9 ％

1． 自分を表す名称の一部 ･････････ 13.6 ％
2． 先祖から受け継がれてきた名称 ･････････ 33.3 ％
3． 夫婦を中心にした家族の名称 ･････････ 28.5 ％
4． 名字について、特に何とも思っていない ･････････ 20.0 ％
5． その他 ･････････ 0.0 ％
6． わからない、無回答 ･････････ 4.6 ％

1． 絶対に変えたくない ･････････ 37.2 ％
2． できれば変えたくない ･････････ 35.3 ％
3． 変えてもかまわない ･････････ 19.9 ％
4． できれば変えたい ･････････ 1.2 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.4 ％

問５
あなたの現在の名字は、次の４つのうちどれですか。

問６　（問５＝2または3の人に）
仮に、夫婦別姓の制度が導入されて、すでに同じ名字にしている夫婦でも、
別々の名字に戻せるようになったとしたら、あなたは旧姓に戻したいですか。
それとも今のままでよいですか。
（分母=671人）

問７
国の審議会が出した案では、夫婦別姓制度が導入されて、
夫婦が別の名字を名乗っていても、子どもは全員同じ名字にするとされています。
あなたはこの案に賛成ですか、反対ですか。

問８
あなたは、自分の今の名字をどんなものだと思っていますか。
次の４つの中から、あなたのお気持ちにもっとも近いものを選んでください。

問９
あなたは、自分の今の名字を変えることについてどう思いますか。
次の４つの中から１つ選んでお答えください。
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1． とても理解できる ･････････ 9.8 ％
2． ある程度理解できる ･････････ 48.6 ％
3． あまり理解できない ･････････ 23.1 ％
4． まったく理解できない ･････････ 11.6 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 6.9 ％

1． 規定を廃止すべきだ ･････････ 20.8 ％
2． 禁止する期間を短くすべきだ ･････････ 23.0 ％
3． 今のままでよい ･････････ 48.6 ％
4． わからない、無回答 ･････････ 7.7 ％

1． 今の技術なら父親の特定は可能だから ･････････ 40.2 ％
2． 女性だけ禁じるのは不平等だから ･････････ 41.1 ％
3． ６か月は長すぎるから ･････････ 15.6 ％
4． その他 ･････････ 0.3 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 2.8 ％

1． 子どもの父親が誰か、わからなくなるおそれがあるから ･････････ 66.0 ％
2． 離婚から６か月で再婚するのは早いから ･････････ 17.0 ％
3． 離婚の増加につながるから ･････････ 11.9 ％
4． その他 ･････････ 0.4 ％
5． わからない、無回答 ･････････ 4.6 ％

1． 結婚している ･････････ 62.1 ％
2． 結婚していたが、離婚した ･････････ 6.9 ％
3． 結婚していたが、死別した ･････････ 13.3 ％
4． 結婚したことがない ･････････ 12.0 ％
5． その他 ･････････ 0.2 ％
6． 無回答 ･････････ 5.6 ％

結婚しているか

問10
それぞれの名字を名乗るために、婚姻届を出さずに、
結婚している夫婦とまったく同じように生活している「事実婚」の人たちがいます。
あなたはこうした「事実婚」についてどう思いますか。次の４つの中から１つ選んでお答えください。

問11
現在の法律では、生まれてくる子どもの父親を定めるためなどの理由で、
女性は離婚後６か月間、再婚することが禁じられています。
これに対し、この規定を廃止すべきという意見や、
６か月という期間を短縮するべきだという意見もあります。
次の３つの意見のうち、あなたのお考えはどれに近いでしょうか。

問12　（問11＝1または2の人に）
そう思う理由はなんですか。
次の３つの中から１つ選んでお答えください。
（分母=604人）

問13　（問11＝3の人に）
今のままでよいと思う理由はなんですか。
次の３つの中から１つ選んでお答えください。
（分母=670人）
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1． 男性 ･････････ 39.6 ％
2． 女性 ･････････ 60.4 ％

1． ２０代 ･････････ 2.4 ％
2． ３０代 ･････････ 7.5 ％
3． ４０代 ･････････ 15.7 ％
4． ５０代 ･････････ 13.6 ％
5． ６０代 ･････････ 23.2 ％
6． ７０歳以上 ･････････ 32.0 ％
7． 無回答 ･････････ 5.7 ％

1． 男性20・30代 ･････････ 4.1 ％
2． 男性40代 ･････････ 6.2 ％
3． 男性50代 ･････････ 5.9 ％
4． 男性60代 ･････････ 10.0 ％
5． 男性70歳以上 ･････････ 12.0 ％
6． 女性20・30代 ･････････ 5.7 ％
7． 女性40代 ･････････ 9.5 ％
8． 女性50代 ･････････ 7.6 ％
9． 女性60代 ･････････ 13.2 ％

10． 女性70歳以上 ･････････ 20.1 ％
11． 無回答 ･････････ 5.7 ％

1． 農林漁業 ･････････ 3.4 ％
2． 自営業 ･････････ 8.9 ％
3． 勤め人 ･････････ 26.4 ％
4． 主婦 ･････････ 25.6 ％
5． 無職 ･････････ 29.0 ％
6． 学生・その他・無回答 ･････････ 6.7 ％

1． 男性・有職 ･････････ 23.9 ％
2． 男性・無職 ･････････ 13.6 ％
3． 女性・有職 ･････････ 14.8 ％
4． 女性・無職 ･････････ 41.0 ％
5． その他 ･････････ 6.7 ％

年代

性・年層（10歳刻み）

職業

性×有職無職

性別
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1． 男性・既婚 ･････････ 28.3 ％
2． 男性・独身 ･････････ 9.9 ％
3． 女性・既婚 ･････････ 47.1 ％
4． 女性・独身 ･････････ 9.0 ％
5． その他 ･････････ 5.8 ％

1． 北海道 ･････････ 4.9 ％
2． 東北 ･････････ 6.0 ％
3． 関東 ･････････ 32.7 ％
4． 甲信越 ･････････ 3.8 ％
5． 東海・北陸 ･････････ 14.3 ％
6． 近畿 ･････････ 17.0 ％
7． 中国 ･････････ 7.2 ％
8． 四国 ･････････ 3.3 ％
9． 九州沖縄 ･････････ 10.7 ％

1． 特別区と人口１００万以上の市 ･････････ 20.7 ％
2． 人口３０万以上の市 ･････････ 19.7 ％
3． 人口１０万～３０万未満の市 ･････････ 22.8 ％
4． 人口５万～１０万未満の市町村 ･････････ 13.8 ％
5． 人口５万未満の市町村 ･････････ 15.1 ％
6． 無回答 ･････････ 7.8 ％

都市規模

性×既婚独身

地域
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